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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：平成29年12月26日（火）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：大熊長官官房総務課長 他 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから原子力規制庁の定例ブリーフィ

ングを始めます。 

○大熊総務課長 それでは、お手元の広報日程に基づきまして、私から補足説明を申し上

げます。 

  まず、1.原子力規制委員会でございます。明日、12月27日水曜日午前、第57回原子力

規制委員会が開催されます。議題は6件ございます。 

  まず、議題1「東京電力ホールディングス株式会社柏崎刈羽原子力発電所6号炉及び7

号炉の発電用原子炉設置変更許可について」。こちらは柏崎刈羽原子力発電所6号炉及

び7号炉の設置変更許可申請に関しまして、原子力委員会及び経済産業大臣への意見聴

取の結果及びパブリックコメントの結果を踏まえまして、設置変更許可について委員会

にお諮りをするというものでございます。 

  続きまして、議題2「核燃料物質の使用等に関する規則等の一部改正案に対する意見募

集の実施について－飛散し又は漏えいするおそれのあるプルトニウム等の使用に係る

措置－」。こちらにつきましては、10月の委員会におきまして、JAEA大洗研究開発セン

ター燃料研究棟における事故を踏まえまして、非密封プルトニウムの取扱いを明確化す

ること等の方針が示されたところでございます。この方針を受けまして、事務局におい

て規則等の改正案を作成いたしましたので、これについて御説明し、意見募集を実施す

ることについて、委員会にお諮りをするというものでございます。 

  続きまして、議題3「三菱マテリアル子会社の不適切行為について」。こちらは三菱マ

テリアル子会社におけます検査記録データ書きかえ等の問題について、関西電力、四国

電力、九州電力からの調査結果の報告を踏まえまして、委員会に状況を報告するという

ことを予定してございます。 

  続きまして、議題4「原子力規制委員会の平成29年度補正予算案及び平成30年度予算案

並びに平成30年度機構・定員案について」。こちらは原子力規制委員会の平成29年度補

正予算案及び平成30年度の重点施策について、委員会に御報告をするというものでござ

います。 

  続きまして、議題5「平成30年度放射線安全規制研究推進事業の重点テーマの設定及び

公募について」。こちらにつきましては、放射線安全規制研究戦略的推進事業の実施に
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当たりまして、毎年度、重点テーマを設定し、これに基づいて調査研究を公募するとい

うこととしておりますが、この事業の平成30年度の重点テーマの案について、委員会に

報告し、了承を求めるというものでございます。 

  最後に、議題6「平成29年度第2四半期における専決処理について」。こちらは原子力

規制委員会への報告が必要となる専決処理事項につきまして、平成29年度第2四半期に

おける処理の状況を事務局から委員会に説明・報告をするというものでございます。 

  続きまして、広報日程の2ページ目下段でございます。3.視察の予定が1件入っており

ます。年が明けまして、1月11日～13日にかけまして、更田委員長が福島県内市町など

への訪問を行うという予定としております。こちらの訪問先としては、1月11日～12日

にかけまして楢葉町、広野町、いわき市、富岡町、また、大熊町、浪江町、双葉町を訪

問し、これら自治体の首長の方々とまた直に意見交換を行うということを予定しており

ます。その後、13日の土曜日には福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所を訪

問しまして、それらの最新の状況を把握するために視察を行うということを予定してご

ざいます。 

  福島県内市町への訪問につきましては、12月の中旬、14日及び15日にも一度訪問して

いるところでございまして、その際に訪問をできなかった市町につきまして、1月に訪

問するというものでございます。こちらについては、福島県内市町の訪問につきまして

は、田中前委員長も同行されるという予定となってございます。 

  なお、私からのブリーフィングは、年内は本日が最後という予定でございます。次回

は年が明けまして1月9日火曜日に行わせていただくという予定としております。 

  私からの御説明は以上でございます。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 それでは、皆様からの質問をお受けします。いつものとおり、所属と名前をおっ

しゃってから質問の方をお願いいたします。 

  それでは、質問のある方は手を挙げてください。アベさん。 

○記者 日経新聞のアベです。 

  明日の議題3の三菱マテリアルの関連なのですけれども、3社の報告をするというお話

でしたけれども、明日は規制委として報告を受けて、何らかの指示とか、そういうのを

する予定になっているかどうか教えてください。 

○大熊総務課長 事務局として現在用意しておりますのは、まず3社から聴取した状況、こ

れを整理しつつ御報告をするということを考えております。これを受けまして、委員会

において委員の方々から御意見、御議論というのはなされるということが考えられると

は考えておりますけれども、議題の内容としては、まず報告ということを予定している

ところでございます。 

○記者 分かりました。 
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  あと、昨日までの時点でこちらが聞いているのは、関西電力と、あと四国電力では不

適切な可能性のあるものが使われているという報告がありましたけれども、これは直接

御担当者に聞いた方がいいかもしれませんが、今日の時点で新しい情報が入っていれば

教えてください。 

○大熊総務課長 昨日の時点で先ほど申しました3社、関西電力、四国電力、九州電力から、

面談において調査の結果というものを報告を受けたところでございます。それらの中で、

今お話がございましたけれども、確認作業を進めている状況について報告を受けており

まして、安全上重要な部分、あるいはそれ以外を含めた全体の状況ということで調査を

進めており、JIS規格への適合などが確認されたもの、あるいは引き続き確認作業を進

めている部分があるという、全体としてはそういう報告を受けております。 

  詳細は、かなり使用されている部材によって区々でございますので、資料を明日の委

員会でもちろん公表いたしますし、それから、ヒアリングで説明を受けた資料について

も、ウエブ上で面談録として公表する予定ですので、そちらを御覧いただければと思い

ます。ホームページへの掲載については、作業の関係でまだ掲載されていないようです

けれども、早急に行うということで作業を進めております。 

○記者 分かりました。 

 

○司会 シゲタさん。 

○記者 NHK、シゲタです。 

  関連して1点お伺いしたいのですけれども、これまで神戸製鋼、三菱マテリアルとあっ

たのですけれども、東レに関しては何か動きというのはあるのでしょうか。 

○大熊総務課長 東レについてでございますか。私どもとして、私の方に東レに関して特

に原子力関係の施設で使用されている可能性がある、問題のある部品があるという話は

これまで聞いておりません。 

  ちょっと補足を担当課の方から。 

○古金谷原子力規制部検査グループ安全規制管理官（実用炉監視担当） 私、本件に対応

しております実用炉監視部門の古金谷でございますけれども、今、総務課長が申し上げ

たように、東レの関係でいいますと、今のところ、特に何か不適切な事案があるかとい

うところでの報告は一切受けていないという状況です。 

○記者 細かいのですけれども、東レに関しても調べているのは調べているということで

しょうか。 

○古金谷原子力規制部検査グループ安全規制管理官（実用炉監視担当） 東レについては、

三菱マテリアルと同じように、不適切な行為が認められるというものが見つかった場合

には、速やかに報告をしてくれということを要請しておりますので、何かあれば出てく

るということで考えております。 
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○司会 ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

  では、一番後ろの方、どうぞ。 

○記者 L.C.M.プレスのヨシオカと申しますが、先週の紛失しました放射性マウスのこと

で、何かその後、情報がございましたら教えてください。 

○大熊総務課長 報道のあった事案ですね。その後、特に報告は受けておりません。 

 

○司会 よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。お疲れさまでした。 

 

－了－ 


